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7月28日
納涼の夕べ

8月5日
舟ッコ流し舟ッコ流し 　舟ッコ流しはおよそ300年続い

ている子ども達の七夕行事です。

　子どもたちが「ヤンセ、セヤホ、オセドノ
舟ッコ」と元気なかけ声を出しながら御伊勢
堂川を練り廻りました。

　沿道から次々と水がかけられる中、
参加者たちは樽みこしをかつぎなら
町内を練り歩き、真夏の昼下がりに
涼を運んでくれました。

　出場者たちは唄や舞踊、ジャ
ズ演奏など、日ごろの活動の成
果を披露しました。

8月4日
清水まつり
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郷町教育委員会では「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
に基づき、外部評価委員会の意見を取り入れながら教育委員会の事

務事業の執行状況について点検及び評価する取り組みを行っています。
　このたび、平成23年度の事務事業についての評価がまとまりましたの
で、その概要をお知らせします。

看護師配置事業
一時保育事業
放課後児童健全育成事業
子育て支援事業
不審者対策事業
学校統合事業
スクールバス運行
就学援助事業
奨学資金事業
学校交流事業
学校生活支援員配置事業
学力定着度調査
ALT招致事業
保育園施設環境整備事業
放課後児童健全育成事業施設整備
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小学校施設環境整備事業
中学校施設環境整備事業
幼稚園施設環境整備事業
認定こども園施設整備事業
公共施設再編事業
青少年健全育成対策事業
水を学ぼうプロジェクト事業
家庭教育事業
青少年教育事業
成人教育事業
高齢者教育事業
伝統行事等伝承事業
中学生国際交流事業
芸術文化活動事業
成人式事業
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は平成23年度新規事業　※担当課名は平成23年度当時
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教育
施設課

学習サークル支援事業
芸術文化団体支援事業
舞台芸術等鑑賞事業
学習成果発表事業
映画鑑賞事業
ブックスタート事業
文化財保護事業
文化財発掘事業
千屋断層保護事業
ニュースポーツ教室等事業
冬期スポーツ教室事業
少年スポーツ振興事業
町民スポーツ大会事業
スポーツ普及活動支援事業
全国高等学校総合体育大会開催事業
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事務事業に関するご意見・お問い合わせ先●町教育委員会　教育総務課　教育総務班　☎0187（84）4914

場の意見を広く聴取し活用すること、子どもたちを取り巻く環
境の徹底した安全面の確保、翌年度予算の有効活用が必要であ
るとの指摘もありました。
　今後も「美郷町後期基本計画」に基づき、計画的、効率的に
教育行政の推進に努めるとともに、この点検・評価システムを
取り入れながら『心豊かなまち』をめざして、より一層充実し
た教育活動を展開していきたいと考えています。
■報告書は町ホームページでご覧いただけます。

　平成 23 年度に取り組んだ重点的な施策として、「将来の美
郷を担う人間の育成を基本理念にした家庭教育・乳幼児教育・
学校教育の取り組み」、「統合に伴う小中学校施設整備」、「社会
教育中期推進計画に基づいた社会教育学習の推進」、「文化財の
整備保存及び活用の取り組み」が挙げられます。
　これらにおいて、おおむね良好な事業執行であると評価され
たことは、多岐に渡った住民ニーズに着実に対応し、適正な業
務執行が行われたものと考えられます。一方で、住民・学校現

評価結果の総括

　はじめに教育委員会内の所管課が評価シートを作成し、内部による評価を行い
ます。この評価内容について、町民や学識経験者で構成された「美郷町教育委員
会外部評価委員会」より客観的な検証と改善に対する助言等をいただき、総合評
価を行います。評価結果は町議会へ報告し、広報紙やホームページで公表します。

評価の方法
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　今後の事業の方向性では、「現状のまま維持する」がもっとも
多く、「さらに重点化する」と合わせると9割以上となりました。

【事業の方向性】 【総合評価】

－2事業
(4.4%)

31事業
(68.9%)

11事業
(24.5%)

事業の縮小を
検討する

1事業
(2.2%)

休止、廃止を
検討する

見直しのうえ
継続する

現状のまま
維持する

さらに
重点化する 成果がほとんど上が

っておらず、抜本的な
見直しが必要

Ｄ
成果が十分に上がっ
ておらず、改善の余
地が多い

Ｃ
優れた取組がいくつ
かあり、成果が上がっ
ている

Ｂ
優れた取組が多く、
十分成果が上がって
いる

Ａ

――17事業(37.8%)28事業(62.2%)

　総合評価では、すべての事業において「Ａ」または「Ｂ」となり、『優
れた取り組みがあり、成果が上がっている』と評価されました。

評価結果の概要
必要性について
（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

十分できている
20事業（44.4％）

1 経済・効率性について
（事務効率化、コスト縮減しているか。）

※「減少」「かなり減少」はなし ※「あまりできていない」「できていない」はなし

3
できている

25事業（55.6％）
増加

27事業（60.0％）
横ばい

18事業（40.0％）

有効性について
（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）2

※「あまり寄与していない」「できていない」はなし
※「できていない」はなし

あまりできていない １事業（2.2％）

十分寄与する
32事業（71.1％）

十分できている
30事業（66.7％）

できている
14事業（31.1％）

目標達成度について
（計画どおりに目標を達成できたか。）4

概ね寄与する
13事業（28.9％）
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